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算数科学習指導案 

指導者 三次市立三次小学校 

教 諭 加藤 ひとみ 

 

１ 日 時  平成○年○月○日（○） 

 

２ 学 年  第４学年 

 

３ 単元名  広さを調べよう 

 

４ 単元について 

○ 単元観 

    本単元では，面積の意味を理解し，面積を求めることができるようにすることをねらいとしている。面積に

ついての学習は児童にとって初めてであるが，広さについては日常生活の中で，「この部屋は広い」「教室は狭

い」など様々な経験をしてきている。それらの経験と結びつけて，面積を広がりをもつ量として理解させるこ

とが必要である。また面積の単位として cm２やｍ２が用いられることを知り，正方形及び長方形の面積の求め

方について考え公式に表し，公式を用いることができるようにする。この学習が，第５学年での三角形，平行

四辺形の面積や第６学年での体積を計算で求める学習に発展する。 

    

○ 児童観 

本学級の児童は，約８５％の児童が算数が好きであると答え，課題解決に向けて，多くの児童が意欲的に自

力解決に取り組むことができる。しかし，自分の考えを既習内容を生かしながらノートに書くことはできても，

どのように自分の言葉で説明すればよいか分からず，答えを求めるに至った過程や考え方を説明することに自

信がない児童が36.8％いる。また，友だちの考えに付け加えたり，分からないことを質問したりしながら児童

同士で考えを深め合うことが不十分である。 

    本単元にかかわるレディネステストの結果は，以下のとおりである。 

問題 正答率（％） 

□1 かけられる数，かける数を求める問題

（例）７×□＝５６ 

全問 ３問 ２問 １問 ０問 

４４．５％ ５５．５％ ０％ ０％ ０％ 

□2 長さの単位の変換 
１ｍ＝□ｃｍ １ｋｍ＝□ｍ 

７２．２％ ８８．８％ 

□3 図形の定義 
長方形 正方形 

１００％ ９４．４％ 

    □1 では，九九を使って求めることができる問題は正答率が高いが，□×４＝１２４というようにわり算を使

ってかけられる数，かける数を求める問題は誤答が多い。積とかけられる数，かける数の関係を繰り返し復習

していく必要がある。□2 ，□3 は，忘れていたことによるため全体で確認して定着を図った。 

       

○ 指導観 

 指導にあたっては，広さ比べを通して，長さ，かさ，重さなどの量についての学習と同様に，その大きさを

数値化させて表すことのよさに気づかせる。その際に，面積の単位の大きさとなる正方形（１cm２）を導入す

る。また，長方形や正方形の面積を求めるにあたって，１cm２がいくつあるかを数える活動を通して，効率的

に面積を求める方法として，児童自らが面積の公式を導き出せるようにしていく。陣とりゲーム，新聞紙を使

った１ｍ２づくり，身近なものの面積を調べるなどの算数的活動を通して，面積の大きさについての感覚を豊

かにしていきたい。 

自力解決の段階では，自分の考えをもてるように今まで学習した考え方を掲示したり，ヒントカードを用意

したりするなどの工夫を行う。また，考えた過程を自分の言葉で書かせるとともに既習内容を根拠にしながら

ペアで説明する機会を多く取り入れる。自分の考えを書かせることで思考が整理され，自分の考えを相手に分

かりやすく根拠を挙げながら説明することで筋道立てて考える力は高められる。また，ペアで自分の考えを伝

え合う活動を行うことで，自分の考えをよりよい考えに修正したり，それぞれの考えのよさについて考えさせ

たりするなど数学的な考え方を育てていく。  
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５ 単元（題材）の目標 

○ 長方形や正方形の面積を表すことに関心をもち，求積公式を利用して身のまわりにあるものの面積を求め

ようとする。                        （算数への関心・意欲・態度） 

○ 長方形や正方形の求積方法を考え，工夫して面積を求めている。 （数学的な考え方） 

○ 求積公式を用いて，いろいろな長方形や正方形の面積を適切な単位を選んで求めることができる。

（数量や図形についての表現・処理）

○ 面積の概念と面積の単位cm２，ｍ２，km２を知り，長方形や正方形の求積公式を理解する。 

（数量や図形についての知識・理解）

 

６ 単元（題材）の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての表現・処理 数量や図形についての知識・理解

・広さ比べに興味をもち，

進んで調べる方法を見つ

けようとする。 

・長方形，正方形の面積の

表し方を考えようとす

る。 

・公式を用いて，面積を求

めることのよさに気づ

き，進んで公式を活用し

ようとする。 

・身の回りのものの面積を

調べようとする。 

・複雑な図形の面積を既習

内容をもとにして求めよ

うとする。 

・広さを大小比較する方法

を考える。 

・長方形，正方形の面積を

共通単位のいくつ分かで

考える。 

・単位面積１cm２をもとにし

て，長方形，正方形の面

積の公式を考える。 

・辺の長さがｍ，km の大き

な面積の表し方を考え

る。 

・複雑な図形の面積の求め

方を考える。 

 

・面積の単位cm２を正しく使

うことができる。 

・長方形，正方形の面積を

計算で求めることができ

る。 

・長方形の面積の公式を使

って，面積が分かってい

る辺の長さを求めること

ができる。 

・辺の長さがｍ，km で表さ

れている大きな面積を公

式を使って求めることが

できる。 

・Ｌ字型などの複雑な図形

の面積を分割して求める

ことができる。 

・任意単位を使って，広さ

を測定することができる

ことが分かる。 

・面積を単位面積のいくつ

分と数値化して表すこと

ができることを理解して

いる。 

・長方形や正方形の面積を

 求める公式を理解してい

る。 

・面積の単位１ｍ２の大きさ

が分かる。 

・cm２とｍ２，km２とｍ２の単

位の相互関係が分かる。

・大きな面積の表し方を理

解している。 

・Ｌ字型などの複雑な図形

の面積の求め方を理解し

ている。       

 

７ 指導と評価の計画（全１２時間） 

 

次 学習内容（時数） 
評     価 

関 考 表 知 評価規準 評価方法 

１ 

池の広さ比べをし，

広さの概念をとら

える。（１） 

 

○ 

 

 

◎

・広さの比べ方を考えている。 

・任意単位を用いた広さの比較の

よさを理解する。 

ノート 

発表 

陣地取りゲームを

する。（１） 

◎ 

 

 

 

 

○ 

 

・陣地取りゲームを通して，広さ

の大小を任意単位をもとにして

表そうとしている。 

・任意単位を用いて広さを表し，

比較することができる。 

ノート 

発表 

２ 

面積の単位 cm２を

知り， cm２を単位に

して面積を求める。 

（１） 

 

○  

 

 

◎ 

 

・長方形，正方形の面積を１ cm２

をもとにして，そのいくつ分で

考えている。 

・面積の単位 cm２を正しく使うこ

とができる。 

ノート 

発表 
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８ 本時の展開 

（１） 本時の目標 

「Ｌ字型の図形」面積の求め方を様々な視点から考え，求めることができる。 

 

（２） 観点別評価規準 

     ・長方形の面積の求め方をもとにして，「Ｌ字型の図形」の面積の求め方を考えている。 

（数学的な考え方） 

     ・「Ｌ字型の図形」の面積を求めることができる。     （数量や図形についての表現・処理） 

 

（３） 準備物 

「Ｌ字型の図形」（掲示用），発表ボード，ワークシート，ヒントカード，練習問題のプリント   

 

 

 

２ 

１ cm２を単位にし

て，長方形や正方形

の面積を求める公

式を考える。（１） 

 

◎ 

 

 

 

 

○

・単位となる大きさをもとにして，

長方形，正方形の面積の公式を

考えている。 

・長方形や正方形の面積を求める

公式を理解している。 

ノート 

発表 

面積と縦の長さが

分かっている長方

形の横の長さを求

める。（１） 

 ◎  

 

 

○ 
 

・分かっていることを明確にし，

長方形の公式をもとにして求め

方を考えている。 

・長方形の面積の公式を使って，

面積が分かっている辺の長さを

求めることができる。 

ノート 

発表 

１ｍ２を単位にし

て，正方形や長方形

の面積を求める。

（１） 

 

○  

 

◎ 
 

・辺の長さがｍで表されている面

積の表し方を考えている。 

・長方形，正方形の面積を㎡を単

位にして求めることができる。 

ノート 

発表 

１ｍ２になる正方形

を作り，１ｍ２は何 

cm２であるか考え

る。（１） 

○  

 

◎ 
  

・身の回りの大きな面積を調べよ

うとしている。 

・１ｍ２＝10000  km２であることを

説明することができる。 

行動観察 

ノート 

発表 

面積の単位 km２を

使って，長方形の面

積を求める。（１） 

 

 

 

 

○ 

 

◎ 

 

・長方形，正方形の面積を㎢を単

位にして求めることができる。 

・１ km２＝1000000ｍ２であること 

 を説明することができる。 

ノート 

発表 

３ 

「Ｌ字型の図形」の

面積の求め方を考

える。（１） 

（本時） 

 

◎  

 

 

○ 

 

・長方形の面積の求め方をもとに

して，「Ｌ字型の図形」の面積の

求め方を考えている。 

・「Ｌ字型の図形」の面積を求める

ことができる。 

ワークシート 

発表 

プリント 

複合図形の面積の

求め方を考える。 

（１） 
 

◎  

 

○ 
 

・複合図形の面積の求め方を考え

ている。 

・複合図形の面積を求めることが

できる。 

プリント 

発表 

４ 

練習（たしかめ道

場・ステップ・ジャ

ンプ）（１） 

評価テスト（１） 

  

◎  

 

○

・正方形，長方形の面積の公式を

理解し，用いることができる。 

・面積の単位を理解し，適切な単

位を当てはめることができる。 

ノート 

発表 
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（４） 学習の展開 

 
学習活動 

指導上の留意事項 

（◆努力を要する児童への手だて）
評価規準 評価方法 

 

 

 

 

 

導

入 

１．前時までの復習をする。 

 

２．問題を把握する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.本時の課題を確認する。 

・長方形，正方形の面積の

求め方を確認する。 

 

・今まで面積を求ててきた

図形との違いをおさえる。

・既習内容を想起させる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「Ｌ字型の図形」

の面積の求め方

様々な視点から

考 え て い る 。

（考） 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

４.自力解決→集団解決をする。 

①１cm２をもとにする。 

            

            

            

            

            

            

            

            

  １cm２が４０個で４０cm２ 

②長方形に分ける。 

 ・1回切る。 

            

         

        

   

 

         

         

 
  

 

 

    

     

            

 ２×５＝１０ ６×５＝３０ 

 １０＋３０＝４０  

            

         

        

 

 

         

         

 
  

    
 

 

      

            

 

（自力解決） 

 

・一つの方法で求めること

ができた児童には，ほか

の方法で求めることがで

きないか考えるように促

す。 

 

・どの部分の面積を求めた

のかを書いたり，考えた

ことを言葉で書いたりし

て考えを整理させる。 

 

◆考えが進まない児童には，

ヒントカードを渡し，L 字

型を２つの長方形に分け

て考えさせる。 

 

 

（集団解決） 

・ペアで考えを伝え合うこ

とで，自分の考えを整理

したり，筋道立てて説明

したりできるようにす

る。また，分からないと

ころはお互いに質問させ

る。 

 

・どの長方形の面積をどの

ように求めているのか筋

道立てて説明させる。 

 

 

  

「Ｌ字型の図形」の面積を工夫して求めよう。

面積を求めよう。 
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４×５＝２０ ２×１０＝２０ 

 ２０＋２０＝４０ 

 ・２回切る。 

            

         

        

  

 

         

         

 
  

    
 

 

      

            

 ４×５＝２０ ２×５＝１０ 

１０×２＝２０ ２０＋２０＝４０ 

  

③同じ形に分ける。 

            

         

           

        
 

 

         

 
  

    
 

 

      

            

 ２×５＝１０ １０×４＝４０ 

 

④あるものと考える。 

            

         

        

  

 

         

         

 
  

     

      

            

 ６×１０＝６０ ４×５＝２０ 

 ６０－２０＝４０ 

 

⑤移動させて考える。 

            

         

           

        

 

 

         

 
  

     

      

            

     ４×１０＝４０  

 

 

・自分の考え方と比較しな

がら聞くこと，友だちの

発表を理解しながら聞く

ことを意識づける。 

 

・友だちの考え方を用いて

解かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・一つの長方形の面積を求

めることができれば「Ｌ

字型の図形」の面積を容

易に求めることができる

が，同じ形に分けられな

い図形には解決が難し

い。 

 

 

 

 

 

・「ロの字型」のように長方

形の内部に取り除く部分

がある場合などにも適応

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長方形に形を直すことに

より一つの計算式で面積

を求めることができる。



 - 19 -

 

 

 

 

 

 

ま

と

め 

５.考え方によって仲間分けをし，まと

める。 

 

 

６.練習問題をする。 

 

７．学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

・友だちの考え方も生かし，

自分が考えやすい方法で

求めさせる。 

 

・どのように考えたかをペ

アで発表し合い，確認さ

せる。 

 

・本時の学習で分かったこ

とや友だちの考えのよさ

を振り返らせる。 

 

 

 

 

・「Ｌ字型の図形」

の面積を求める

ことができる。 

（表） 

 

 

 

 

プリント 

 

「Ｌ字型の図形」の面積は，いくつかの長方形の和や

差で求めることができる。 


